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壇
ノ
浦
は

歴
史
と

景
観
の
舞
台

司
会

先
生
は
関
門
海
峡
の
ほ
と
り
に
お
住

ま
い
で
す
ね
。

古
川
　
八
百
年
前
に
、
こ
の
海
峡
の
壇
ノ
浦

で
源
氏
と
平
家
の
最
後
の
、
合
戦

か
っ
せ
ん

が
あ
っ
た

の
だ
と
思
う
と
感
慨
が
深
い
で
す
ね
。

日
本
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
天
下
分
け
目

の
東
西
合
戦
が
三
回
あ
る
ん
で
す
。

第
一
回
は
源
平
合
戦
、
第
二
回
は
四
百
年

前
の
関
ケ
原
合
戦
。
第
三
回
は
百
三
十
年
前

の
明
治
維
新
で
す
。
前
二
回
は
東
軍
の
勝
ち
。

維
新
だ
け
は
西
軍
が
逆
転
勝
ち
を
し
て
い
る

（
笑
）。

明
治
維
新
で
は
、
激
動
の
幕
開
け
に
こ
こ

で
長
州
藩
が
、
お
粗
末
な
大
砲
で
ア
メ
リ

カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
の

四
国
艦
隊
と
攘
夷

じ
ょ
う
い

戦
争
を
や
っ
て
い
る
。
そ

れ
か
ら
時
代
の
う
ね
り
が
大
き
く
変
わ
っ
て

討
幕
へ
。
明
治
維
新
の
大
き
な
転
換
で
し
た
。

源
氏
の
勝
利
は
古
代
の
摂
関
政
治
か
ら
中

世
の
武
家
政
治
へ
。
関
ケ
原
は
江
戸
幕
府
の

近
世
へ
。
明
治
維
新
は
近
代
へ
の
幕
開あ

け
で

し
た
。

壇
ノ
浦
は
、
源
平
合
戦
は
ロ
マ
ン
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
史
観
で
と
ら
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

石
橋

す
る
と
、
日
本
変
革
の
三
つ
の
で
き

ご
と
の
う
ち
、
関
門
海
峡
は
そ
の
二
つ
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
壇
ノ
浦
に
し
ぼ

れ
ば
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
源
平
合
戦
で
す
ね
。

古
川
　
幕
末
の
攘
夷
戦
は
ま
だ
生
臭
く
て
完

全
な
過
去
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
源
平
合
戦

は
す
で
に
風
化
し
て
、
極
彩
色

ご
く
さ
い
し
き

の
絵
巻
物
の

感
じ
で
す
ね
。

今
か
ら
約
八
百
年
前
の
※

寿
永
じ
ゅ
え
い

四
年
（
一
一

八
五
）
三
月
二
十
四
日
、
平
家
の
軍
船
が
海

峡
の
田
野
浦
に
集
結
し
て
源
氏
の
軍
船
を

邀
撃

よ
う
げ
き

し
ま
す
。

海
峡
は
満
潮
と
干
潮
に
よ
っ
て
、
約
三
時

間
お
き
に
昼
夜
四
回
、
西
の
響
灘
と
東
の
周す

防
灘
お
う
な
だ

の
水
位
が
変
わ
り
、
潮
流
が
西
流
れ
と

東
流
れ
の
激
流
に
変
化
し
ま
す
。

大
潮
で
時
速
八
※
ノ
ッ
ト
、小
潮
で
五
ノ
ッ
ト

の
激
流
で
す
が
、
変
わ
り
目
に
は
静
止
状
態

に
な
っ
て
、
次
は
反
対
に
逆
流
す
る
の
で
す
。

※
ノ
ッ
ト

knot

船
舶
や
海
流
の
速

度
の
単
位
。
一
時
間
に
一
海
里
（
一
八

五
二
メ
ー
ト
ル
）
が
一
ノ
ッ
ト
。

そ
の
激
流
を
九
州
北
端
に
突
き
出
た
門
司

半
島
が
さ
え
ぎ
っ
て
、
東
ふ
と
こ
ろ
は
比
較

的
に
水
面
の
お
だ
や
か
な
田
野
浦
で
す
。
平

家
は
こ
の
田
野
浦
に
兵
船
を
集
め
東
か
ら
の

源
氏
の
船
を
待
ち
受
け
て
、
乾
坤
一
擲

け
ん
こ
ん
い
っ
て
き
の
最

後
の
決
戦
に
挑
む
の
で
す
。
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平
家
あ
わ
れ
、
源
氏
か
な
し

源
平
合
戦

お
　
話

作
家

古
　
川

薫
氏

聞
き
手

元
福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
常
務
取
締
役

石
　
橋
　
博
　
光

そ
の
�

中
世
の
窓
を
あ
け
た

天
下
分
目
の
海
戦

※
寿
永
四
年

壇
ノ
浦
合
戦
が
あ
っ
た
一
一
八
五
年
三
月
二
十
四
日
は
、

安
徳
天
皇
に
よ
る
寿
永
四
年
と
後
鳥
羽
天
皇
に
よ
る
元
歴

げ
ん
り
ゃ
く
二
年
（
寿
永

三
年
四
月
一
六
日
、
元
歴
に
改
元
）
の
両
説
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
同
年
。

眺望　壇ノ浦

・標題、イラスト　西島伊三雄
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下
関
の
火
の
山
公
園
や
、
門
司
の
和
布
刈

め

か

り

公
園
か
ら
見
下
ろ
せ
ば
、
源
平
の
古
戦
場
が

一
望
で
す
ね
。

清
盛
が
内
海
を

国
際
航
路
に

石
橋

日
本
歴
史
を
分
け
る
重
要
な
合
戦
が
、

な
ぜ
こ
こ
で
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

古
川
　
関
門
海
峡
が
本
土
と
九
州
の
結
接
点

と
い
う
地
理
的
条
件
が
あ
っ
て
、
必
然
的
に

日
本
歴
史
の
重
要
な
舞
台
に
登
場
し
た
の
で

す
。い

ま
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
古
来
か
ら
九

州
が
日
本
史
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
倉
庫
だ
っ
た

こ
と
で
す
。

石
橋

人
的
資
源
、
物
産
。
さ
ら
に
博
多
と

い
う
外
来
文
化
の
窓
口
が
あ
る
。
九
州
の
持

っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
中
央
政
府
が
吸

い
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
す
ね
。

古
川
　
古
代
に
は
大
宰
府
、
室
町
幕
府
に
な

る
と
※

九
州
探
題
た
ん
だ
い

を
つ
く
る
で
し
ょ
う
。
九

州
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
す
。

※
九
州
探
題

九
州
の
政
務
・
訴
訟
・

軍
事
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。

そ
し
て
京
都
と
九
州
を
つ
な
ぐ
大
き
な
パ

イ
プ
の
瀬
戸
内
海
を
通
し
て
、
人
と
情
報
と

物
産
が
盛
ん
に
往
来
し
て
い
た
の
で
す
。

司
会
　
平
家
が
源
義
経

み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね（

）

の
急
襲
で
摂
津

せ
っ
つ

（
兵
庫
県
）
の
一
の
谷
と
讃
岐
さ
ぬ
き

（
香
川
県
）
の
屋
島
で
敗
れ
る
。
頽
勢
た
い
せ
い

を
挽

回
し
、
京
都
を
回
復
し
よ
う
と
い
う
起
死
回

生
の
最
後
の
カ
ー
ド
が
壇
ノ
浦
合
戦
だ
っ
た

の
で
す
ね
。

古
川
　
平
家
が
な
ぜ
九
州
を
頼
り
に
し
た
か

と
い
う
と
、
※

平
清
盛

た
い
ら
の
き
よ
も
り（

）

の
父
の
忠
盛
の
こ
ろ
か
ら
、
平
家
は
九
州
と

深
い
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

忠
盛
は
身
分
は
※

刑
部
卿

ぎ
ょ
う
ぶ
き
ょ
うで
す
が
、
白
河

院
の
※

荘
園
し
ょ
う
え
んで
あ
る
肥
前
神
埼
荘
の
荘
司
し
ょ
う
じ（

管

理
者
）
に
な
っ
て
下
っ
て
く
る
。

※
刑
部
卿

訴
訟
の
裁
判
、
罪
人
の
処

罰
を
つ
か
さ
ど
る
役
所
の
長
官
。

※
荘
園

平
安
か
ら
室
町
時
代
に
か
け

て
の
貴
族
の
領
有
地
。
鎌
倉
幕
府
成
立

後
、
武
家
に
侵
略
さ
れ
て
衰
退
。

そ
の
こ
ろ
博
多
に
は
宋
の
船
が
さ
か
ん
に

交
易
に
来
て
い
る
。
利
潤
が
大
き
い
の
で
彼

は
宋
貿
易
に
の
り
だ
す
。
平
家
が
急
激
に
勢

力
を
伸
ば
し
た
の
は
こ
れ
か
ら
で
、
博
多
を

平
家
隆
盛
の
基
盤
に
し
た
の
で
す
ね
。

石
橋

だ
か
ら
息
子
の
清
盛
も
。

古
川
　
大
宰
大
弐

だ
ざ
い
の
だ
い
に（

）か
ら
、
※

太
政
だ
い
じ
ょ
う

大
臣
だ
い
じ
ん

と
な
り
中
央
の
実
権
を
握
っ
た
清
盛
は
、

瀬
戸
内
海
航
路
の
開
発
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

広
島
湾
倉
橋
島
の
音
戸

お
ん
ど

の
瀬
戸
を
切
り
開

い
た
と
い
う
伝
説
も
あ
り
ま
す
。
宮
島
の
厳

い
つ
く

島し
ま

神
社
を
修
復
し
て
い
ま
す
が
、
瀬
戸
内
航

路
開
発
の
一
環
で
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

※
太
政
大
臣

律
令
制
の
最
高
長
官

司
会

福
原
遷
都
も
そ
の
ラ
イ
ン
で
。

古
川
　
そ
う
で
す
。
清
盛
が
治
承
四
年
六
月
、

天
皇
、
法
皇
、
上
皇
を
奉
じ
て
福
原
（
神
戸

市
兵
庫
区
）
へ
遷
都
を
は
か
り
、
大
輪
田
泊

お
お
わ
だ
の
と
ま
り

（
神
戸
港
の
古
名
）
の
修
築
を
手
が
け
ま
す
ね
。

だ
が
、
延
暦
寺
の
僧
兵
の
要
請
や
、
富
士
川
の

敗
戦
な
ど
で
、
わ
ず
か
半
年
た
ら
ず
で
、
同

年
十
一
月
京
都
へ
還か

え

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

で
も
都
を
陸
の
奥
に
あ
る
京
か
ら
国
際
航

路
の
内
海
の
港
に
と
、
清
盛
は
国
際
感
覚
の

あ
る
人
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

そ
の
こ
ろ
は
、
天
智
天
皇
と
藤
原
鎌
足

ふ
じ
わ
ら
の
か
ま
た
りの

大
化
改
新
（

）
か
ら
五
百
四
十
年
た

っ
て
い
て
、
律
令
政
治
が
機
能
し
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
の
が
平

家
で
、
い
わ
ば
保
守
政
権
で
あ
る
藤
原
氏
の

傭
兵
隊
長
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

　
維
衡
│
正
度
│
正
衡
│
正
盛
│
忠
盛
│ 

清
盛 

          

経
盛 

 

教
盛 

頼
盛 

忠
度 

 

重
盛 

  

基
盛 

  

宗
盛 

知
盛 

重
衡 

徳
子
（
建
礼
門
院
） 

盛
子
（
藤
原
基
実
の
室
） 

経
正 

敦
盛 

通
盛 

教
経 

 

維
盛
　
六
代
（
妙
覚
） 

資
盛 

清
経 

有
盛 

師
盛 

忠
房 

清
宗 

能
宗 

  

桓
武
天
皇
│
　
原
親
王
│
高
見
王
│
高
望
王
│
国
香
│
貞
盛 

鳥
羽
天
皇 

 
  

二
条
天
皇
　
六
条
天
皇 

以
仁
王 

高
倉
天
皇
　
　
安
徳
天
皇 

　
　
　
　
　
　
後
鳥
羽
天
皇 

  

１ 
 

崇
徳
天
皇
│
重
仁
親
王 

後
白
河
天
皇 

近
衛
天
皇 

１ 

２ ３ ４ 

５ 

６ 

８ ９ 

７ 

桓
武
平
氏
系
図

皇
室
系
図

身を投げた建礼門院と源氏の兵

元
永
元
ー
養
和
元
・
治
承
五

一
一
一
八
ー
一
一
八
一

大
化
元

六
四
五

※
平
清
盛
（
元
永
元
ー
養
和
元
　
一
一
一
八
ー
一
一
八
一
）

保
元
・
平
治
の
乱
後
、
源
氏
に
代
っ
て
勢
力
を
得
、
従
一
位
太
政
大
臣
。
娘
、
徳
子
は
高
倉
天
皇

の
中
宮
、
皇
子
が
安
徳
天
皇
で
、
外
戚
と
し
て
勢
力
を
誇
っ
た
が
、
没
後
数
年
で
平
家
が
滅
亡
。

数
字
は
即
位
の
順

律
令
制
の

大
宰
府
次
官

※
本
文
掲
載
の
絵
図
は
和
布
刈
公
園
の

陶
板
レ
リ
ー
フ
よ
り

平
治
元
ー
文
治
五

一
一
五
九
ー
一
一
八
九
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そ
れ
を
打
ち
壊こ
わ

そ
う
と
し
た
の
が
、
関
東

の
新
興
勢
力
で
あ
る
源
氏
で
す
。
律
令
政
治

が
有
名
無
実
に
な
っ
た
の
で
、
地
方
の
官
僚

や
豪
族
は
自
衛
の
た
め
に
次
第
に
力
を
蓄
え

て
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
武
士
の
登
場
で
、
そ

の
棟
梁

と
う
り
ょ
うが
源
氏
で
す
。

こ
の
大
き
な
時
代
変
化
の
う
ね
り
を
象
徴

す
る
の
が
源
平
合
戦
で
、
そ
の
と
ど
め
が
壇

ノ
浦
で
し
た
。
古
代
の
摂
関
政
治
の
幕
を
閉と

じ
て
、
中
世
の
武
家
政
治
を
開
く
新
旧
勢
力

の
決
戦
だ
っ
た
の
で
す
。

司
会

平
家
は
古
代
に
殉
じ
た
の
で
す
ね
。

壇
ノ
浦
の
哀
れ
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
す
ね
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

倉
庫
九
州

石
橋

九
州
で
敗
勢
を
挽
回
す
る
パ
タ
ー
ン

は
、
百
五
十
年
後
に
、
源
氏
の
流
れ
で
あ
る

足
利
尊
氏

あ
し
か
が
た
か
う
じ
も
踏
襲
し
て
い
ま
す
ね
。

古
川
　
尊
氏（

）は
後
醍
醐

ご
だ
い
ご

天
皇
を
擁
す
る
楠
木
く
す
の
き

正
成
ま
さ
し
げ

、
新
田
義
貞

に
っ
た
よ
し
さ
だ

等
に

敗
れ
て
九
州
に
逃
れ
ま
す
が
、
勢
力
を
挽
回

し
て
京
都
を
回
復
し
足
利
幕
府
を
創
設
し
て

い
ま
す
。

だ
か
ら
、
昔
か
ら
火
の
国
九
州
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
倉
庫
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
背

景
で
源
平
合
戦
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
壇
ノ

浦
合
戦
が
行
わ
れ
た
の
は
、
極
め
て
興
味
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

地
政
学
と
い
う
分
野
が
あ
り
ま
す
ね
。
政

治
現
象
と
地
理
的
条
件
を
総
合
し
て
、
政
治

は
地
形
や
自
然
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ

る
と
い
う
説
な
ん
で
す
。
源
平
の
決
戦
も
あ

る
必
然
を
も
っ
て
、
壇
ノ
浦
で
行
わ
れ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

司
会
　
も
し
、
平
家
が
勝
っ
て
お
れ
ば
。

古
川
　
古
代
の
摂
関
政
治
が
し
ば
ら
く
持
続

し
た
で
し
ょ
う
。
で
も
、
律
令
制
度
が
ほ
こ

ろ
び
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
長
く
は
続
か

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

司
会
　
日
本
史
の
転
換
は
、
た
し
か
に
源
平

合
戦
、
関
ケ
原
合
戦
、
明
治
維
新
と
、
東
西

対
決
の
歴
史
な
ん
で
す
ね
。

敗
因
は

源
氏
の
大
将
が

義
経
だ
っ
た
こ
と

司
会
　
平
家
の
悲
運
の
初
め
は
、
※

木
曽
義

仲
に
敗
れ
て
、
京
を
落
ち
て
か
ら
で
す
ね
。

※
木
曽
義
仲
（
久
寿
元
ー
寿
永
三
・

一
一
五
四
ー
一
一
八
四
）
源
義
仲
。

頼
朝
と
従
兄
弟
。
治
承
四
年
挙
兵
。

平
家
を
西
海
に
走
ら
せ
征
夷
大
将
軍

に
な
っ
た
が
、
範
頼
・
義
経
に
敗
れ

敗
死
。
三
十
一
歳
。

古
川

幼
帝
安
徳
天
皇
を
奉
じ
て
、
寿
永
二

年
（
一
一
八
三
）
七
月
に
九
州
の
大
宰
府
へ

落
ち
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
も
つ
か
の
間
で
、
豊
後

ぶ
ん
ご

の
緒

方
維
義
が
謀
反
し
て
攻
め
て
く
る
。
そ
れ
で

筑
前
遠
賀

お
ん
が

郡
芦
屋
の
山
鹿
秀
遠
を
頼
り
ま
す
。

こ
こ
も
危
い
の
で
、
海
路
豊
前

ぶ
ぜ
ん

の
柳
ヶ
浦

や
な
が
う
ら

（
現
・
北
九
州
市
門
司
区
）
に
移
り
ま
す
。

石
橋
　
Ｊ
Ｒ
門
司
駅
か
ら
一
キ
ロ
ぐ
ら
い
の

と
こ
ろ
で
、
今
の
大
里

だ
い
り

で
す
ね
。

大
里
の
御
所
神
社
は
、
こ
の
と
き
安
徳
天

皇
の
※

行
在
所

あ
ん
ざ
い
し
ょ

が
も
う
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、

大
里
は
そ
の
内
裏

だ
い
り

に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
ね
。

古
川
　
義
仲
と
※

源

頼
朝

み
な
も
と
の
よ
り
と
もが
源
氏
同
士
で
戦

っ
て
い
る
間
に
、
四
国
の
屋
島
で
、
平
家
が

勢
力
を
回
復
し
ま
す
。
※

行
宮
あ
ん
ぐ
う
を
讃
岐
の
屋
島

へ
移
し
、
京
都
奪
還
の
た
め
に
兵
を
福
原
へ

進
め
て
摂
津
の
一
の
谷
に
陣
を
張
る
の
で
す
。

そ
こ
を
義
仲
を
敗
死
さ
せ
た
義
経
が
寿
永

三
年
二
月
に
一
の
谷
を
奇
襲
し
ま
す
。
敗
れ

た
平
家
軍
は
、
総
大
将
の
平
宗
盛

た
い
ら
の
む
ね
も
りが

ひ
き

い
て
讃
岐
の
屋
島
へ
退
陣
す
る
。

弟
の
平
知
盛

た
い
ら
の
と
も
も
りは
陸
路
を
と
っ
て
西
へ
く

だ
り
、
周
防

す
お
う

、
長
門
な
が
と

を
抑
え
ま
す
。
し
か
し
、

源
氏
の
源
範
頼

み
な
も
と
の
の
り
よ
りの
軍
に
追
わ
れ
て
、
平
家

の
知
行
地
で
あ
る
海
峡
西
口
の
彦
島
に
下
り
、

本
陣
を
構
え
ま
す
。

海
峡
の
東
は
今
の
関
門
大
橋
の
門
司
側
の

橋
脚
が
あ
る
古
城
山
（
高
一
七
五
メ
ー
ト
ル
）

で
、
こ
こ
に
砦
を
築
い
て
門
司
関
を
固
め
ま

す
。
門
司
六
郷
を
支
配
し
て
い
る
門
司
関
の

別
当

べ
っ
と
う

（
長
官
）
は
、
平
家
の
息
が
か
か
っ
て

い
る
大
宰
府
の
管
轄
で
す
。

一
方
、翌
、
寿
永
四
年
二
月
、
義
経
の
急
襲

で
敗
れ
た
平
家
本
軍
の
宗
盛
は
、
屋
島
を
す

て
て
海
路
彦
島
の
知
盛
の
軍
と
合
流
し
ま
す
。

こ
う
し
て
平
家
は
関
門
海
峡
の
制
海
権
を

確
保
し
、
全
軍
を
結
集
し
て
、
源
氏
の
襲
来

に
備
え
た
の
で
す
。

石
橋
　
二
年
た
ら
ず
の
間
に
、
目
ま
ぐ
る
し

い
平
家
の
逃
走
で
す
ね
。
そ
し
て
、
い
よ
い

よ
決
戦
の
壇
ノ
浦
合
戦
で
す
ね
。

古
川
　
約
八
百
年
前
の
寿
永
四
年
三
月
二
十

四
日
、新
暦
に
直
す
と
五
月
若
葉
の
こ
ろ
で
す
。

陸
の
長
門
に
は
追
討
の
源
氏
軍
、
背
後
の

豊
後

ぶ
ん
ご

に
は
平
家
に
反
旗
を
あ
げ
た
緒
方
三
郎

や
臼
杵
二
郎
の
兄
弟
に
迎
え
ら
れ
た
源
範

頼
が
い
る
。
平
家
は
こ
こ
を
失
え
ば
逃
げ
場

所
が
な
い
。
最
後
の
決
戦
と
覚
悟
し
て
の
白

昼
堂
々
の
対
戦
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

石
橋
　
地
元
の
豪
族
た
ち
は
…
…
。

嘉
元
三
ー
正
平
十
三
・
延
文
三

一
三
〇
五
ー
一
三
五
八

石橋　博光

※
源
頼
朝
（
久
安
三
ー
正
治
元
・
一
一
四
七
ー
一
一
九
九
）
武
家
政
治
の
鎌
倉
幕
府
の
創
始
者
。
平
治
の

乱
で
伊
豆
に
流
さ
れ
た
が
、
反
平
家
の
兵
を
挙
げ
、
鎌
倉
で
東
国
を
固
め
、
弟
の
範
頼
・
義
経
に
平
家
を

討
滅
さ
せ
た
。
征
夷
大
将
軍
。
範
頼
、
義
経
・
功
臣
を
殺
し
、
死
後
、
権
勢
が
北
条
氏
に
移
っ
た
。

※
行
在
所
・
行
宮

天
皇
行
幸
の
と
き

の
仮
の
宮
。
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古
川
　
西
国
は
平
家
の
地
盤
で
す
が
、
源
氏

が
連
勝
し
て
い
る
の
で
、
去
就

き
ょ
し
ゅ
うに
迷
っ
た
で

し
ょ
う
ね
。

平
家
側
に
は
大
宰
権
少
弐

だ
ざ
い
の
ご
ん
の
し
ょ
う
に
の
原
田
種
直
や
、

兵
船
五
百
艘そ

う

を
率
い
る
遠
賀
川
河
口
の
山
鹿
や
ま
が

秀ひ
で

遠と
お

、
水
軍
の
松
浦
氏
、
菊
池
氏
ら
が
つ
い

て
い
ま
す
。
本
土
の
方
は
周
防

す
お
う

の
大
内
盛
房
、

長
門
の
厚
東

こ
う
と
う

武
光
の
態
度
が
曖
昧
あ
い
ま
い

で
す
。

屋
島
の
戦
い
か
ら
壇
ノ
浦
ま
で
の
約
一
ケ

月
の
義
経
の
行
動
が
謎
で
記
録
が
な
い
。
河

野
水
軍
や
熊
野
水
軍
ら
内
海
の
豪
族
に
、
味

方
に
つ
け
ば
御
家
人
に
と
り
た
て
る
と
勧
誘

し
て
い
ま
す
が
、
大
内
に
も
厚
東
に
も
う
ま

く
諜
報
工
作
を
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

大
内
氏
は
兵
は
出
さ
な
い
が
、
周
防
の
船ふ

な

所
政
利

ど
こ
ろ
ま
さ
と
し（

船
奉
行
）
が
二
十
四
艘
の
船
を
供

出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
平
家
側
だ
っ
た

二
大
勢
力
が
消
極
的
支
援
を
と
っ
た
の
は
義

経
の
諜
略
で
し
ょ
う
。
義
経
は
槍
戦

や
り
い
く
さや
船
戦
ふ
な
い
く
さ

に
長た

け
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
た
い
へ
ん

な
戦
略
家
だ
っ
た
の
で
す
。
平
家
の
悲
運
は

敵
の
大
将
が
義
経
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

こ
の
と
き
義
経
に
長
府
櫛
崎
を
根
拠
地
と

す
る
水
軍
が
十
二
艘
の
早
船
〝
櫛
崎
船

く
し
ざ
き
ぶ
ね

〞
を

献
上
し
て
い
ま
す
。

櫛
崎
船
は
造
船
史
に
も
出
て
く
る
船
足
の

速
い
船
で
、
義
経
は
こ
れ
に
乗
っ
て
、
急
流

の
関
門
海
峡
で
、
縦
横
に
指
揮
を
と
っ
た
の

で
し
ょ
う
ね
。

軍
船
千
三
百
艘

軍
兵
一
万
人
が

海
峡
で
戦
っ
た

石
橋
　
戦
い
に
参
加
し
た
双
方
の
兵
船
は
。

古
川
　
鎌
倉
幕
府
の
史
書
で
あ
る
『
吾
妻
鏡

あ
づ
ま
か
が
み

（
東
鏡
）』
に
よ
る
と
平
家
が
五
百
余
艘
、
源

氏
が
八
百
四
十
余
艘
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
。
海
戦
直
前

の
勢
力
は
平
家
が
山
鹿
、
菊
池
、
松
浦
な
ど

の
強
力
な
水
軍
を
擁
し
て
八
百
艘
、
源
氏
五

百
艘
と
平
家
が
優
勢
で
し
た
。

一
の
谷
で
も
屋
島
で
も
、源
氏
が
平
家
を
取

り
逃
が
し
た
の
は
、平
家
が
源
氏
を
は
る
か
に

上
回
る
水
軍
を
も
っ
て
い
た
、
源
氏
は
追
撃

の
水
軍
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
ね
。

『
平
家
物
語
』
に
よ
れ
ば
合
戦
の
途
中
で
、

四
国
の
阿
波

あ
わ
の

民
部
み
ん
ぶ

大
夫
だ
い
ぶ

の
軍
船
三
百
艘
が
寝

返
り
し
た
か
ら
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
で
平

家
の
軍
船
が
最
初
は
源
氏
を
圧
倒
し
て
い
た

こ
と
が
う
な
ず
け
ま
す
。
だ
い
た
い
の
説
が
、

緒
戦

し
ょ
せ
ん

で
の
源
氏
優
位
説
を
取
っ
て
い
ま
す
。

司
会

『
吾
妻
鏡
』
に
は
壇
ノ
浦
合
戦
の
捕
虜

の
中
に
民
部
大
夫
の
名
が
あ
る
そ
う
で
す
が
。

古
川
　
む
つ
か
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
四
百

年
前
の
関
ケ
原
合
戦
は
資
料
が
残
っ
て
い
る

が
、
八
百
年
前
の
壇
ノ
浦
合
戦
は
は
っ
き
り

し
な
い
。
矛
盾
し
た
資
料
も
多
い
。
八
百
年

は
、
物
語
に
な
る
年
月
な
ん
で
す
ね
。

私
は
、
優
勢
だ
っ
た
平
家
が
負
け
た
理
由

は
、『
平
家
物
語
』
に
あ
る
と
お
り
、
民
部

大
夫
が
合
戦
の
途
中
で
、
源
氏
に
寝
返
っ
た

か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
の
谷
で
子
息
が
源
氏
の
捕
虜
に
な
り
、

そ
の
不
憫

ふ
び
ん

さ
か
ら
裏
切
っ
た
の
で
す
ね
。
こ

れ
も
義
経
の
諜
略
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

石
橋
　
軍
兵

ぐ
ん
ぴ
ょ
うの
数
は
。

古
川
　
源
氏
が
三
、
四
千
。
平
家
が
四
、
五

千
ぐ
ら
い
。
こ
れ
も
民
部
大
夫
の
寝
返
り
で

逆
転
し
て
い
ま
す
。
両
軍
合
わ
せ
て
一
万
人
。

船
千
三
百
艘
が
こ
の
狭
い
海
峡
で
血
み
ど
ろ

の
合
戦
を
し
た
の
で
す
。

平
家
軍
の
指
揮
を
と
っ
た
平
知
盛
は
全
軍

を
三
手
に
わ
け
、
山
鹿
勢ぜ

い

五
百
艘
を
先
陣
に
、

松
浦
勢
三
百
艘
は
中
堅
、
安
徳
帝
は
じ
め
平

家
の
一
門
を
の
せ
た
二
百
艘
を
後
陣
に
し
て
、

田
野
浦
か
ら
源
氏
に
迫
る
の
で
す
。

石
橋
　
悲
壮
な
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
ね
。

清
和
天
皇
│
陽
成
親
王
│
元
平
親
王
│
経
基
│
満
仲
│
頼
信
│
頼
義
│
義
家
│
義
親
│
為
義 

義
平 

朝
長 

頼
朝
　
　
頼
家 

範
頼
　
　
実
朝 

全
成 

円
成 

義
経 

 

木
曽 

義
朝 

義
賢
　
義
仲 

為
朝 

行
家 

  

貞
純
親
王 

※
　
　
　
の
流
れ
は
、
従
来
と
な
え
ら
れ
て
き
た
清
和
説 

讃岐 

赤間関 

屋島 

京都 

善光寺 

水島の戦 
1183.10.1

頼朝の挙兵 
1180.8.17一ノ谷の戦 

1184.2.7屋島の戦 
1185.2.19

富士川の合戦 
1180.10.20 

 
宇治川の戦 
1180.5.26 
1184.1.20

倶利加羅峠の戦 
1183.5.11

石橋山の合戦 
1180.8.23-24

厳島 

壇ノ浦 鎌
倉 

宇
治
川 

一
ノ
谷 

摂
津 

福
原 

水
島 長

門 

豊
前 

壇ノ浦の戦 
1185.3.24

倶利加羅峠 
源平の争乱 

古川　薫氏

清
和
源
氏
系
図

（注）1180.5.26／源頼政が平家に敗死、1184.1.20／木曽義仲が範頼・義経に敗死。
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戦
い
は
何
時
ご
ろ
か
ら
。

古
川
　
こ
れ
が
ま
た
、
夜
明
け
前
説
、
早
朝

説
、
正
午
説
と
諸
説
紛
々
な
ん
で
す
。

た
だ
摂
政
・
関
白
を
歴
任
し
た
公
家
の
九

条
兼
実

か
ね
ざ
ね

（

）
が
四
年
間
書
き
の

こ
し
た
日
記
『
玉
葉

ぎ
ょ
く
よ
う
』
に
『
午
正

う
ま
の
し
ょ
う

よ
り

時

さ
る
の
と
き
に
至
る
』
と
書
か
れ
て
い
る
。
午
の

刻
は
正
午
で
、

時
は
午
後
四
時
で
す
ね
。

こ
れ
が
一
番
正
確
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
大
正
時
代
の
東
大
教
授
だ
っ
た
黒

板
勝
美
さ
ん
が
注
目
さ
れ
た
。
幸
い
に
当
時

の
月
食
の
記
録
を
手
が
か
り
に
、
正
確
な
月

齢
を
割
り
出
し
て
、
海
軍
水
路
部
の
協
力
で

合
戦
が
行
わ
れ
た
三
月
二
十
四
日
（
新
暦
で

は
五
月
）
が
大
潮
の
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
調

べ
ら
れ
た
の
で
す
。

潮
の
流
れ
が
初
め
は
平
家
、
後
は
源
氏
に

有
利
に
働
い
た
と
い
う
〝
潮
流
説
〞
を
大
正

八
年
に
『
歴
史
と
地
理
』
に
発
表
。『
義
経

ぎ
け
い

伝で
ん

』
に
ま
と
め
ら
れ
て
、
広
く
世
間
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

石
橋
　
そ
れ
で
、
両
方
の
軍
船
の
位
置
は
。

古
川
　
平
家
の
軍
船
は
田
野
浦
の
沖
に
、
一

方
の
源
氏
は
長
府
の
沖
の
満
珠

ま
ん
じ
ゅ

・
干
珠
か
ん
じ
ゅ

と
い

う
小
島
、あ
の
辺
に
集
結
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

石
橋
　
潮
流
を
よ
く
知
っ
て
い
た
平
家
は
潮

の
上
手

か
み
て

に
い
た
の
で
す
ね
。

古
川
　
東
流
れ
の
潮
が
最
高
速
度
時
速
八

ノ
ッ
ト
の
十
一
時
過
ぎ
を
こ
え
た
正
午
ご

ろ
、
平
家
は
追
い
潮
に
の
っ
て
源
氏
に
三

町
（

）
の
間
合
い
に
迫
り
矢
合
わ
せ

を
戦
端
に
攻
撃
を
か
け
る
。
緒
戦
は
潮
に
の

っ
た
平
家
が
優
勢
で
し
た
。

平
家
優
勢
の
う
ち
に
午
後
三
時
ご
ろ
潮
の

流
れ
が
止
ま
り
、
西
流
れ
に
変
わ
る
。

今
度
は
源
氏
が
好
機
到
来
と
、
逆
流
し
た

追
い
潮
に
の
っ
て
平
家
軍
を
西
へ
追
撃
す
る
。

潮
の
流
れ
が
速
さ
を
増
し
て
き
た
午
後
四
時

頃
、
攻
守
と
こ
ろ
を
変
え
た
源
氏
の
猛
攻
に

平
家
は
壇
ノ
浦
で
敗
北
す
る
の
で
す
。
勝
敗

を
決
し
た
激
戦
は
、
約
一
時
間
ぐ
ら
い
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。

石
橋
　
潮
の
上
手

か
み
て

も
下
手
し
も
て

も
た
い
し
て
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。

古
川
　
潮
に
乗
っ
た
両
軍
の
相
対
的

速
度
は
同
じ
で
す
か
ら
ね
。
海
上
保

安
大
学
の
金
指
正
三
氏
も
そ
の
よ
う

に
指
摘
さ
れ
た
が
、「
流
速
は
微
弱

に
せ
よ
、
流
れ
に
乗
っ
た
源
氏
が
有

利
」
と
潮
流
説
を
否
定
さ
れ
て
は
い

な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
八
百
年
間
、
多
く

の
人
が
潮
の
流
れ
に
平
家
の
哀
れ
を

感
じ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
私
は
ま
あ
そ
れ

で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
（
笑
）。

石
橋
　
絵
巻
物
の
世
界
で
す
か
ら
ね
（
笑
）。

〝
平
家
急
潮
に
滅
ぶ
〞

に
？

古
川
　
こ
う
し
て
〝
平
家
急
潮
に
滅
ぶ
〞
が

定
説
だ
っ
た
の
で
す
が
、
十
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
異
論
が
で
て
き
た
の
で
す
。

黒
板
さ
ん
は
潮
の
最
高
速
度
を
一
時
間
八

ノ
ッ
ト
か
ら
十
ノ
ッ
ト
と
し
て
い
る
の
で
す

が
、
開
門
海
峡
の
流
れ
は
大
潮
小
潮
が
あ
っ

て
、
毎
日
八
ノ
ッ
ト
の
早
さ
で
は
な
い
。

こ
の
頃
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
び
っ
く
り
す

る
よ
う
な
計
算
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

気
象
学
者
の
荒
川
秀
俊
さ
ん
は
壇
ノ
浦
合

戦
の
日
は
小
潮
で
、
平
家
の
敗
戦
が
決
定
的

と
な
っ
た
午
後
四
時
ご
ろ
の
潮
流
は
、
〇
・

六
ノ
ッ
ト
だ
と
。
〇
・
二
ノ
ッ
ト
と
い
う
説

も
あ
り
ま
す
ね
。

石
橋
　
大
き
な
違
い
で
す
ね
（
笑
）。

古
川
　
関
門
船
舶
事
務
所
の
山
下
通
航
潮
流

事
務
所
に
聞
い
て
み
る
と
、
関
門
の
潮
流
に

は
、
流
れ
が
ゼ
ロ
に
な
る
片
瀬
が
、
大
潮
小

潮
に
関
わ
り
な
く
、
月
に
一
度
か
二
か
月
に

一
度
あ
る
。
そ
の
日
が
片
瀬
か
ど
う
か
は
、

八
百
年
昔
の
こ
と
で
確
か
め
る
の
は
不
可
能

　平氏は源義経、範頼を迎えて、決戦を得意の
海戦に求め、全軍彦島を出て田野浦に集結した。
平氏五百余隻、源氏八百余隻。 

�未明 
　６時ごろ 

串崎 干珠 満珠 

源氏 

平氏 関門海峡 

田野浦 

和布刈 

壇ノ浦 

彦
島 

潮
流 

壇ノ浦 

　平氏は東流れの潮を利して、九州勢を先陣に、
三手に分かれて満珠・干珠に進撃し、源氏を包
囲せんとした。 

�８時～ 
　11時ごろ 

串崎 
源氏 

平氏 

関門海峡 

田野浦 

和布刈 

壇ノ浦 

彦
島 

壇ノ浦 

源氏 干
珠 

満
珠 

潮流 

干珠 満珠 

　海戦にたけた平氏は源氏を圧倒した。 
　源氏は潮流の変わるまで時をかせがんと、死
力を尽して防戦した。平知盛は源義経を求め、
中央突破をはかったが果たせなかった。 

�12時ごろ 
　（開戦） 

串崎 

平氏 

関門海峡 

田野浦 

和布刈 

壇ノ浦 

彦
島 

壇ノ浦 

源氏 

潮流 

干珠 満珠 

　やがて潮が変わった。西へ流れる急潮に平氏
と源氏は攻守ところを変えた。攻撃に移った源
氏は平氏の水手や舵取りに矢をあびせて船の自
由を奪った。激闘数刻、平氏はついに壇ノ浦に
滅びた。 

�15時～ 
　16時ごろ 

串崎 

関門海峡 

潮流 

田野浦 

和布刈 

壇ノ浦 

彦
島 

壇ノ浦 

平氏 
源
氏 

源平壇ノ浦合戦
（1185年３月24日）

平　知盛肖像

一
一
四
九

ー
一
二
〇
七

三
百

メ
ー
ト
ル
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だ
そ
う
で
す
。

平
家
の
敗
亡
は
急
潮
の
た
め
だ
け
で
は
な

い
。
民
部
大
夫
の
裏
切
り
に
加
え
て
、
も
う

一
つ
は
義
経
の
作
戦
で
す
。
義
経
が
巻
き
返

し
を
図
っ
て
、
平
家
の
船
を
動
か
し
て
い
る

楫
取

か
じ
と
り

や
水
夫
か

こ

を
弓
で
射
さ
せ
た
の
で
す
ね
。

そ
の
こ
ろ
の
船
は
、
漕こ

ぎ
手
の
水
夫
が
舷ふ

な
ば
た

の
外
に
突
き
出
た
船
梁
ふ
な
ば
り
に
渡
し
た
板
（
船
　
せ
が
い

）

の
上
に
の
っ
て
、
む
き
出
し
で
艪ろ

を
漕こ

い
で

い
た
の
で
す
。
兵
船
は
囲か

こ

い
で
せ
が
い
を
保

護
し
て
あ
る
が
、
徴
収
し
た
運
搬
船
は
無
防

備
な
の
で
、
水
夫
が
次
々
に
弓
で
射
ら
れ
る
。

楫
取
や
水
夫
を
失
っ
た
船
は
勝
手
が
き
か

ず
、
彦
島
陣
地
へ
逃
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

下
関
側
に
流
さ
れ
る
と
陸
の
源
氏
か
ら
矢
を

あ
び
る
。
散
々
で
す
ね
。

石
橋
　
平
家
も
同
じ
戦
法
を
と
れ
ば
。

古
川
　
混
乱
の
中
で
は
、
指
令
も
ゆ
き
と
ど

か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

石
橋
　
源
氏
の
勝
ち
と
な
っ
て
、
地
元
の
豪

族
た
ち
は
。

古
川
　
平
家
に
加
担
し
た
原
田
氏
、
山
鹿
氏

ら
は
所
領
を
没
収
さ
れ
る
。
鎌
倉
幕
府
が
派

遣
し
た
守
護
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
、

摂
関
家
の
荘
園
も
有
名
無
実
と
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

源
氏
が
勝
っ
て
、
幕
府
が
各
国
に
関
東
の

御
家
人
を
守
護
職
と
し
て
は
り
つ
け
ま
す
。

薩
摩
の
島
津
、
豊
前
・
豊
後
の
大
友
、
周

防
・
長
門
は
佐
々
木
な
ど
で
、
戦
国
時
代
ま

で
の
西
国
地
図
が
お
お
か
た
で
き
る
の
で
す
。

司
会
　
義
経
の
末
路
も
哀
れ
で
す
ね
。

古
川
　
義
経
は
頼
朝
が
命
じ
た
侍
大
将
の
梶か

じ

原
景
時

わ
ら
か
げ
と
き
と
そ
り
が
合
わ
な
い
。
景
時
の
讒
言
ざ
ん
げ
ん

で
、
頼
朝
は
功
名
の
華
々
し
い
義
経
に
猜
疑
さ
い
ぎ

心
を
抱
き
出
す
。

後
鳥
羽
上
皇
が
さ
ら
に
一
の
谷
の
急
襲
で

ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
た
義
経
を
引
き
立
て
ら
れ
、

※

検
非
違
使

け

び

い

し

に
任
じ
て
昇
殿
を
許
さ
れ
る
。

こ
れ
が
裏
目
に
出
て
、
頼
朝
は
自
分
に
相
談

も
な
く
そ
れ
を
受
け
た
と
立
腹
す
る
の
で
す
。

※
検
非
違
使

京
中
の
違
法
を
と
り
し

ま
る
長
官
。
追
捕
、
訴
訟
、
行
刑
に
あ

た
り
、
今
の
警
察
官
と
裁
判
官
を
か
ね

た
絶
大
な
権
力
を
も
っ
た
。

義
経
は
頼
朝
の
怒
り
を
解と

く
た
め
に
一
死

を
覚
悟
し
て
奮
戦
し
た
の
で
し
ょ
う
。

だ
が
頼
朝

の
怒
り
は
解と

け
ず
、
華
々

し
い
栄
光
に

包
ま
れ
た
義

経
が
流
転

る
て
ん

を

重
ね
、
つ
い

に
は
身
を
託

し
た
奥
州
の

藤
原
家
に
そ

む
か
れ
、
衣

こ
ろ
も

川が
わ

の
館た
て

で
命

を
絶
つ
の
で

す
。義

経
を
討
伐
し
た
頼
朝
も
、
二
代
頼
家

よ
り
い
え

、

三
代
実
朝

さ
ね
と
も

が
悲
命
に
倒
れ
、
二
十
一
年
た
ら

ず
で
北
条
政
権
に
な
る
で
し
ょ
う
。

石
橋
　
哀
れ
で
す
ね
。

古
川
　
滅
び
る
も
の
は
、
美
し
い
の
で
す
よ
。

『
平
家
物
語
』
は
滅
び
て
い
く
も
の
へ
の
哀あ

い

惜せ
き

で
し
ょ
う
か
。
〝
諸
行
無
常

し
ょ
ぎ
ょ
う
む
じ
ょ
う〞
に
全
て
を

尽
く
し
て
い
ま
す
ね
。

司
会
　
そ
し
て
作
者
も
わ
か
ら
な
い
…
。

古
川
　
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
よ
。

見
る
べ
き
程
の
こ
と
は

見
つ

古
川
　
八
歳
の
幼
帝
、
第
八
十
一
代
の
安

徳
天
皇
も
「
浪な

み

の
下
に
も
都
の
さ
ぶ
ら
ふ

ぞ
（
ご
ざ
い
ま
す
）」
と
二
位
の
尼
（

）

に
抱
え
ら
れ
、
三
種
の
神
器

じ
ん
ぎ

の
宝
剣

（
草
薙
剣

く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ）
を
腰
に
、
神
璽
し
ん
じ

（
八
坂
瓊
勾
玉

や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま

）

を
脇
に
は
さ
ん
で
入
水

じ
ゅ
す
い

し
て
果
て
ら
れ
る
。

幼
帝
を
抱
い
て
い
た
の
は
按
察
局

あ
ぜ
ち
の
つ
ぼ
ねだ
と
い
う

説
も
あ
っ
て
、
平
家
滅
亡
の
哀
史
で
す
ね
。

司
会
　
そ
う
し
て
三
種
の
神
器
も
海
に
。

古
川
　
三
種
の
神
器
は
皇
位
継
承
に
欠
か
せ

な
い
宝
物
だ
っ
た
の
で
す
。
神
璽
は
海
中
に

箱
の
ま
ま
浮
い
て
い
て
、
神
鏡
（
八
咫
鏡

や
た
の
か
が
み

）

は
御
座
船
に
残
っ
て
い
た
。
宝
剣
だ
け
が
海

に
沈
ん
だ
の
で
す
ね
。

天
皇
の
母
君
、
高
倉
天
皇
の
※

中
宮
ち
ゅ
う
ぐ
う、
建け
ん

礼
門
院
徳
子

れ
い
も
ん
い
ん
と
く
し
（

）
は
源
氏
の

兵
に
ひ
き
あ
げ
ら
れ
、
余
生
を
京
の
大
原
の

寂
光
院

じ
ゃ
っ
こ
う
い
んで
、
安
徳
天
皇
と
平
家
一
門
の
冥
福

を
祈
っ
て
さ
び
し
く
過
ご
さ
れ
る
。

※
中
宮

平
安
時
代
以
降
は
皇
后
、
ま

た
は
同
資
格
の
正
后
の
称
。

総
大
将
の
宗
盛
も
哀
れ
で
、
子
息
清
宗
と

生
け
捕ど

り
に
さ
れ
、
頼
朝
の
尋
問
を
受
け
て

近
江

お
う
み

で
斬
首
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
橋
　
平
家
の
落
日
を
か
ざ
る
話
は
。

古
川
　
救
い
は
、
平
教
経

た
い
ら
の
の
り
つ
ねと
知
盛
で
す
ね
。

清
盛
の
弟
、
教
盛
の
次
男
平
教
経
は
、
屋

島
の
戦
い
で
武
勇
で
知
ら
れ
て
い
た
義
経
の

家
来
の
佐
藤
継
信
を
豪
弓
で
射
殺

い
こ
ろ

し
、
壇
ノ

浦
で
は
義
経
を
追
い
回
し
ま
す
。

義
経
が
そ
れ
を
の
が
れ
て
、「
八
艘

は
っ
そ
う

飛
び
」

の
伝
説
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

い
よ
い
よ
最
期
を
迎
え
て
、
怪
力
無
双
と

い
わ
れ
る
源
氏
の
安
芸

あ

ぎ

太
郎
兄
弟
を
抱
え
て

入
水
し
て
い
る
。
平
家
一
の
豪
の
者
で
す
ね
。

私
が
『
平
家
物
語
』
で
、
い
ち
ば
ん
す
ば

ら
し
い
場
面
と
思
う
の
は
、
平
家
軍
を
指
揮

し
た
平
知
盛

た
い
ら
の
と
も
も
りの
最
期
で
す
ね
。

戦
い
に
あ
た
り
、「
各

お
の
お
の
命
を
こ
の
時
に
失

い
て
、
必
ず
名
を
後
の
世
に
留
め
よ
」
と
全

員
を
叱
咤

し
っ
た

激
励
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
奮
戦
の
後
、「
見
る
べ
き
程
の
も

の
は
見
つ
。
い
ま
は
何
を
か
期
せ
ん
」
と

義
経
の
八
艘
飛
び

久
寿
二
ー
建
保
元

一
一
五
五
ー
一
二
一
三

清
盛

の
妻



今
の

〝
壇
ノ
浦
〞
で
は
な
い

司
会
　
〝
壇
ノ
浦
合
戦
〞
で
す
が
、
八
百
年

昔
の
壇
ノ
浦
は
今
の
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
そ
う

で
す
ね
。

砂
川
　
戦
場
は
干
珠
、
満
珠
の
島
あ
た
り
で

長
府
の
前
の
海
で
し
た
。
当
時
、
長
府
は
長

門
の
国
府
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。

源
平
合
戦
の
約
五
百
二
十
年
程
前
に
百
済

く
だ
ら

が
中
国
の
唐
と
新
羅
し
ら
ぎ

の
連
合
軍
に
攻
略
さ
れ

ま
す
。
百
済
の
救
援
に
、
中
大
兄
皇
子

な
か
の
お
お
え
の
お
う
じ

（

）
が
朝
鮮
半
島
に
援
軍
を
お
く
り

ま
す
が
、
白
雉

は
く
ち

二
年
（
六
六
三
）
に
白
村
江

は
く
す
き
の
え

の
戦

た
た
か
い

で
惨
敗
し
ま
す
ね
。

そ
こ
で
大
陸
か
ら
の
侵
攻
が
懸
念
さ
れ
、

そ
れ
に
備
え
て
大
宰
府
に
水
城

み
ず
き

や
、
大
野
城

に
朝
鮮
式
山
城
を
築
き
、
西
国
に
軍
団
を
配

置
し
て
防
備
に
あ
た
り
ま
す
。

遠
賀
川

お
ん
が
が
わ

の
河
口
に
お
か
れ
た
の
が
遠
賀
軍

団
、
志
賀
島

し
か
の
し
ま

に
お
か
れ
た
の
が
志
賀
軍
団
で
、
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乳
母

め
の
と

子ご

の
伊
賀
家
長
と
と
も
に
鎧
よ
ろ
いを
二
領
ず

つ
着
て
入
水
し
た
と
あ
り
ま
す
。

作
者
が
知
盛
の
口
を
か
り
て
言
わ
ず
に
は

お
れ
な
か
っ
た
言
葉
、『
平
家
物
語
』
の
真

髄
で
す
ね
。

一
の
谷
で
は
、
父
の
危
機
を
救
い
身
代
わ

り
に
な
っ
た
子
息
知
章

と
も
あ
き
らを
、
見
殺
し
に
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
修
羅
場
の
壇
ノ
浦
の
戦

い
を
終
わ
っ
て
、
最
期
の
と
き
を
迎
え
た
知

盛
が
、
栄
光
も
悲
哀
も
、
源
氏
の
奢お

ご

り
も
平

家
の
悲
し
み
も
、
人
の
世
の
哀
れ
を
す
べ
て

見
た
と
。
大
き
な
達
観
で
す
ね
。

確
か
に
知
盛
は
す
べ
て
を
見
た
の
で
す
ね
。

壇
ノ
浦
合
戦
の
大
き
な
ピ
リ
オ
ド
を
彼
は
打

っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

司
会
　
い
い
お
話
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
府
に
も
軍
団
が
置
か
れ
ま
す
。
前
が
海
だ

か
ら
軍
団
の
浦
。
そ
の
〝
軍
〞
が
い
つ
の
間

に
か
落
ち
て
ダ
ン
ノ
ウ
ラ
、
壇
ノ
浦
に
な
っ

た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
説

を
と
り
ま
す
。

山
が
す
ぐ
海
に
迫
っ
て
い
る
海
峡
部
の
今

の
壇
ノ
浦
で
は
、
多
く
の
兵
士
を
駐
屯
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
当
時
の
団

の
浦
は
、
今
の
壇
ノ
浦
よ
り
ず
っ
と
東
だ
っ

た
の
で
す
ね
。

石
橋
　
そ
れ
に
、
今
の
海
峡
の
狭
い
壇
ノ
浦

で
は
、
源
平
の
千
三
百
艘
が
戦
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
ね
。

砂
川
　
面
白
い
の
は
壇
ノ
浦
が
あ
ち
こ
ち
に

あ
る
こ
と
で
す
。『
平
家
物
語（
延
慶
本
）』
に
は
、

一
の
谷
や
屋
島
に
も
壇
ノ
浦
が
見
え
ま
す
。

石
橋
　
普
通
の
地
名
だ
っ
た
の
で
…
…
。

砂
川
　
平
家
滅
亡
の
悲
話
が
、
琵
琶

び

わ

法
師
の

語
り
で
全
国
津
々
浦
々
ま
で
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
ほ
か
の
壇
ノ
浦
は
霞か

す

ん
で
し
ま

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

石
橋
　
壇
ノ
浦
が
源
平
合
戦
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
な
る
伏
線
は
、
平
家
が
九
州
に
縁
が
深
か

お
　
話

相
愛
大
学
人
文
学
部
教
授

砂
　
川
　
博
氏

聞
き
手

元
福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
常
務
取
締
役

石
　
橋
　
博
　
光

そ
の
�

い
つ
書
か
れ
た
か
、
誰
が
書
い
た
か

「
平
家
物
語
」
の
哀
れ
…
。

っ
た
か
ら
で
す
ね
。

砂
川
　
九
州
と
の
縁
は
、
清
盛
の
父
、
忠
盛

の
時
か
ら
で
、
す
ぐ
近
く
の
長
門
の
国
司
は

清
盛
の
三
男
の
知
盛
で
す
ね
。

地
元
水
軍
の
遠
賀
郡
芦
屋
の
山
鹿
氏
や
大

宰
府
の
原
田
種
直
は
よ
く
平
家
に
尽
く
し
、

壇
ノ
浦
合
戦
で
も
、
最
後
ま
で
奮
戦
し
て
い

ま
す
。幼

帝
、
安
徳
天
皇
の

柳
ヶ
浦
御
所

能
「
清
経
」
の
舞
台

石
橋
　
豊
前
の
柳
ヶ
浦
に
設
け
ら
れ
た
御
所

の
あ
と
が
、
北
九
州
市
門
司
区
の
御
所
神
社

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

砂
川
　
そ
の
御
所
が
宇
佐
市
の
駅
館
川

や
っ
か
ん
が
わ

の
河

口
あ
た
り
、
旧
、
柳
ヶ
浦
町
だ
と
言
う
人
も

あ
り
ま
す
が
、
私
は
ま
ち
が
い
な
く
門
司
の

柳
ヶ
浦
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
家
物
語
に
、
柳
と
い
う
所
に
御
所
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
が
、
狭
い
所
な
の
で
と
り
や

安徳天皇の御座船

後
の

天
智
天
皇

・

・
・
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め
た
と
あ
り
ま
す
。

石
橋
　
宇
佐
は
広
々
と
し
て
い
て
、
こ
の
記

述
に
合
い
ま
せ
ん
ね
。

砂
川
　
そ
こ
で
門
司
説
な
の
で
す
が
、
室
町

時
代
前
期
に
今
川
了
俊

り
ょ
う
し
ゅ
んと
い
う
武
将
が
い
ま

し
た
。
文
学
に
も
通
じ
て
い
た
イ
ン
テ
リ
武

将
で
す
が
、
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
に
九

州
探
題
と
な
っ
て
博
多
へ
赴
任
し
ま
す
。
そ

の
道
中
記
を
『
道
ゆ
き
ぶ
り
』
と
い
う
手
記

に
残
し
て
い
ま
す
。

赤
間
関

あ
か
ま
が
せ
き

（
下
関
）
の
火
の
山
ま
で
来
た
と

き
に
彦
島
を
見
て
、「
こ
の
島
の
向
か
い
は

柳
の
浦
と
て
、
昔
内
裏

だ
い
り

の
た
ち
た
る
所
な
る

べ
し
。
い
ま
は
そ
こ
を
内
裏
の
浜
と
も
い
う

な
り
」
と
記し

る

し
て
い
ま
す
。

壇
ノ
浦
合
戦
か
ら
二
百
年
ぐ
ら
い
後
で
す

が
、
柳
ヶ
浦
に
内
裏
が
あ
っ
た
と
伝
承
さ
れ

て
い
た
の
で
す
。
今
川
了
俊
は
門
司
の
歴
史

の
立
派
な
証
人
で
す
。

砂
川
　
平
家
物
語
と
の
関
連
で
言
い
ま
す
と
、

こ
こ
で
平
重
盛
（

）
の
三
男
の
平
清
経

き
よ
つ
ね

が
入
水
自
殺
し
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
世
阿
弥
が
つ
く
っ
た
能
の
名
作
、

『
清
経

き
よ
つ
ね

』
に
こ
の
間
の
事
が
よ
く
窺
わ
れ
ま

す
ね
。

清
経
は
妻
に
必
ず
迎
え
に
く
る
か
ら
と
言

い
残
し
て
都
を
落
ち
ま
す
が
、
平
家
の
行
く

末
を
は
か
な
ん
で
柳
ヶ
浦
に
身
を
投
げ
ま
す
。

家
来
の
淡
津
の
三
郎
が
京
へ
の
ぼ
り
、
清

経
の
北
の
方
（
妻
）
に
形
見
か
た
み

の
遺
髪
を
届
け

て
そ
の
次
第
を
伝
え
ま
す
。
そ
し
て
北
の
方

の
夢
の
中
に
清
経
の
霊
が
現
れ
ま
す
。

北
の
方
は
、
い
つ
か
は
迎
え
に
来
る
と
い

い
な
が
ら
、
自
分
一
人
先
に
死
ん
で
し
ま
っ

た
の
は
、
恨う

ら

め
し
い
と
嘆
き
ま
す
。

清
経
は
、
月
夜
、
柳
ヶ
浦
に
舟
を
出
し
船

首
に
立
ち
上
が
っ
て
横
笛
を
吹
き
、
入
る
月

に
極
楽
往
生
を
祈
り
な
が
ら
身
を
投
げ
た
と

語
り
ま
す
。
妻
は
は
か
な
い
契ち

ぎ

り
を
嘆
き
な

が
ら
、
現
世
も
来
世
も
悟
れ
ば
同
じ
だ
と
の

清
経
の
言
葉
に
安
ら
ぐ
の
で
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
岩
波
文
庫
の『
平
家
物
語
』

で
わ
ず
か
に
四
行
の
記
述
で
す
。
そ
れ
を
ふ

く
ら
ま
せ
た
の
が
『
源
平
盛
衰
記
』、
さ
ら

に
夫
婦
愛
を
テ
ー
マ
に
ふ
く
ら
ま
せ
た
の
が

能
の
『
清
経
』
で
す
。

石
橋
　
今
い
ち
ば
ん
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
演
目
で
、

時
代
相
に
ふ
さ
わ
し
い
能
で
す
ね
。

砂
川
　
江
戸
時
代
に
は
男
ら
し
く
な
い
と
し

て
、
上
演
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

清
経
供
養
の
五
輪
塔
が
、
柳
の
御
所
の
跡

と
言
わ
れ
る
御
所
神
社
か
ら
ち
ょ
っ
と
西
に
、

昭
和
三
十
年
頃
ま
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
地

元
の
人
た
ち
が
、
花
や
線
香
を
供
え
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
今
は
跡
形

あ
と
か
た

も
あ
り
ま
せ
ん
。

残
念
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、
大
分
の
柳
ヶ
浦
で
は
駅
館
川

の
河
口
に
「
清
経
」
の
五
輪
塔
が
あ
り
、
今

も
香
花

こ
う
げ

が
絶
え
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
幼
帝
安
徳
天
皇
の
母
君
、
建
礼

門
院
徳
子
（

）
は
壇
ノ
浦
で
入
水
し
ま

す
が
、
源
氏
の
兵
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
、
余

生
を
大
原
の
寂
光
院
で
寂
し
く
お
く
り
ま
す
。

そ
こ
で
在あ

り
し
日
を
回
想
し
て
、
平
家
滅
亡

に
至
る
最
初
の
悲
劇
は
清
経
の
死
だ
と
言
っ

て
い
る
の
で
す
。

当
時
は
、
関
東
に
源
頼
朝
、
京
都
に
源
義

仲
、
西
に
は
平
家
と
天
下
三
分
の
形
勢
で
、

ま
だ
平
家
挽
回
の
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
へ
嫡
流
の
清
経
が
平
家
の
行
く
末
を

は
か
な
ん
で
身
を
投
げ
た
。
平
家
一
門
に
は

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
こ
の
よ
う

に
門
司
に
は
平
家
ゆ
か
り
の
柳
ヶ
浦
が
あ
る

の
で
す
。
御
所
神
社
も
あ
る
こ
と
で
す
か
ら
、

門
司
の
方
々
に
も
う
少
し
関
心
を
も
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

源
平
と
も
に

軍
事
貴
族

石
橋
　
源
氏
も
平
家
も
、
も
と
も
と
は
貴
族

で
す
ね
。

砂
川
　
平
家
の
先
祖
は
第
五
十
代
桓
武
天
皇
。

源
氏
の
先
祖
は
通
称
第
五
十
六
代
清
和
天
皇

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
第
五
十
七
代

陽
成
天
皇
が
直
接
の
先
祖
で
す
。
平
家
も
源

氏
も
、
天
皇
家
に
ど
れ
だ
け
近
い
血
筋
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
で
、
家
柄
が
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

石
橋
　
じ
ゃ
、
軍
事
貴
族
だ
っ
た
。

砂
川
　
そ
う
で
す
。
源
氏
は
八
幡

は
ち
ま
ん

太
郎
義
家

が
出
て
、
前
九
年
の
役え

き

、
後
三
年
の
役
で
、

安
倍
氏
の
叛
乱
と
清
原
氏
の
内
紛
を
鎮
め
ま

し
た
。
い
わ
ゆ
る
武
士
の
登
場
で
、
彼
ら
軍

事
貴
族
が
、
次
第
に
力
を
つ
け
て
い
く
端
緒

た
ん
し
ょ

で
し
た
。

石
橋
　
源
氏
は
関
東
武
士
、
平
家
は
瀬
戸
内

海
や
九
州
の
水
軍
を
手
な
ず
け
た
の
で
す
ね
。

砂
川
　
清
盛
の
父
忠
盛
が
大
宰
少
弐

だ
ざ
い
の
し
ょ
う
に（

）、

清
盛
と
弟
の
頼
盛
が
大
宰
大
弐
（
次
官
）
に

な
っ
て
日
宋
貿
易
の
拠
点
で
あ
る
博
多
を
抑

え
ま
す
ね
。

忠
盛
と
頼
盛
は
赴
任
し
ま
す
が
、
清
盛
は

遥
任

よ
う
に
ん

と
い
っ
て
現
地
赴
任
は
し
な
い
ま
ま
で

砂川　博氏

清
盛
の

長
男

清
盛

の
娘

大
弐
に

つ
ぐ
次
官
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し
た
。
こ
う
し
て
平
家
は
日
宋
貿
易
で
利
益

を
あ
げ
た
の
で
す
。

石
橋
　
そ
の
富
と
利
権
で
、
内
海
や
九
州
の

水
軍
を
掌
握
し
て
宋
か
ら
京
の
都
ま
で
の
交

易
ル
ー
ト
を
抑
え
た
ん
で
す
ね
。

砂
川
　
そ
れ
で
〝
平
家
で
な
け
れ
ば
人
に
あ

ら
ず
〞
と
ま
で
言
わ
れ
た
一
門
栄
達
の
財
力

を
き
ず
い
た
の
で
す
。

清
盛
の
父
の
忠
盛
は
、
鳥
羽
法
皇
の
た
め

に
、
今
の
三
十
三
間
堂
と
同
じ
規
模
の
お
寺

を
、
一
千
一
体
の
御
仏
と
と
も
に
寄
進
し
て

い
ま
す
。
見
返
り
に
昇
進
し
て
い
ま
す
が
大

変
な
財
力
で
す
。

石
橋
　
財
力
と
武
力
を
も
っ
た
軍
事
貴
族
の

登
場
で
す
ね
。

砂
川
　
い
わ
ば
古
代
か
ら
中
世
へ
の
幕
開あ

け

を
、
平
家
が
準
備
し
た
の
で
す
。

石
橋
　
源
平
合
戦
と
い
っ
て
も
、
平
家
の
血

に
繋
が
る
者
が
源
氏
の
陣
営
に
い
て
、
ど
う

も
わ
か
ら
な
い
。

砂
川
　
お
家
大
事
。
ど
ち
ら
に
つ
け
ば
有
利

か
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

『
平
家
物
語
』
の
冒
頭
、
祇
園
精
舎

ぎ
お
ん
し
ょ
う
じ
ゃ
の
段

に
あ
る
よ
う
に
、
平
安
京
を
開
か
れ
た
桓
武

天
皇
の
お
孫
さ
ん
に
あ
た
る
高
見
王
の
子
の

高
望
王

た
か
も
ち
お
う
、
こ
の
人
が
上
総
か
ず
さ

の
国
に
土
着
し
て

平
家
の
先
祖
に
な
る
の
で
す
。

子
孫
が
次
第
に
枝
分
か
れ
し
て
、
関
東
八

平
氏
と
な
る
。
千
葉
、
上
総
、
三
浦
、
土
肥
、

秩
父
、
大
庭
、
梶
原
、
長
尾
と
。

司
会
　
み
な
頼
朝
の
重
臣
で
す
ね
。

砂
川
　
平
安
中
期
に
藤
原
道
長
に
仕
え
た
知

勇
兼
備
の
源
頼
信
の
と
き
に
平
忠
常
を
押
さ

え
込
ん
で
、
そ
れ
以
来
関
東
の
平
氏
が
源
氏

の
傘
下
に
入
る
の
で
す
。

頼
信
、
頼
義
、
義
家
と
、
武
士
た
ち
に
尊

敬
さ
れ
た
三
代
の
名
将
が
、
源
氏
の
基
盤
を

し
っ
か
り
築
い
た
の
で
す
。

石
橋
　
平
家
本
流
は
。

砂
川
　
平
安
中
期
に
平
維
衡

た
い
ら
の
こ
れ
ひ
らが
伊
勢
の
国

に
移
住
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
伊
勢
平
氏
で
、

後
の
平
氏
の
本
流
に
な
る
の
で
す
。

石
橋
　
源
氏
は
地
味
な
積
み
上
げ
で
東
国
武

士
団
を
味
方
に
し
た
。
平
氏
は
当
時
の
世
界

貿
易
に
目
を
向
け
て
先
端
を
走
っ
た
が
源
氏

に
敗
れ
る
。
対
照
的
で
す
ね
。

砂
川
　
関
東
八
平
氏
に
推
さ
れ
て
源
氏
が
、

西
国
平
氏
を
破
っ
て
天
下
を
と
っ
た
の
が
源

平
合
戦
の
実
態
で
、
そ
の
締
め
く
く
り
が
壇

ノ
浦
で
し
た
。

司
会
　
そ
の
源
氏
が
、
頼
朝
を
助
け
た
北
条

氏
に
実
権
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。

砂
川
　
北
条
は
平
氏
で
す
。
因
果
は
め
ぐ
る

で
す
ね
。

最
後
の
カ
ー
ド

壇
ノ
浦
合
戦

石
橋
　
壇
ノ
浦
ま
で
の
、
源
平
の
合
戦
は
。

砂
川
　
最
初
の
直
接
対
決
は
富
士
川
の
合
戦

で
す
。
治
承
四
年
十
月
二
十
日
、
平
家
は
夜

半
に
い
っ
せ
い
に
飛
び
た
っ
た
水
鳥
の
羽
ば

た
き
を
源
氏
の
急
襲
と
勘
違
い
し
て
、
慌
て

ふ
た
め
い
て
退
却
し
ま
す
。

次
は
木
曽
義
仲
と
の
寿
永
元
年
（
一
一
八

二
）
六
月
の
横
田
河
原
（

）
の
戦
い
、

そ
し
て
翌
、
寿
永
二
年
の
北
国
の

倶
利
伽
羅

く

り

か

ら

峠と
う
げ

の
戦
い
。
ど
ち
ら
も
義
仲
の

ゲ
リ
ラ
作
戦
と
奇
襲
で
敗
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
義
仲
が
頼
朝
に
敗
れ
、
義
経
と
平
家

の
戦
い
と
な
る
。
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）

二
月
に
一
の
谷
合
戦
が
あ
っ
て
翌
年
の
寿

永
四
年
の
一
月
に
四
国
高
松
の
屋
島
の
戦

い
で
す
。

石
橋
　
ど
れ
も
み
な
敗
れ
て
い
る
。

砂
川
　
寿
永
二
年
十
月
に
、
義
仲
を
備
中

び
っ
ち
ゅ
う

（
岡
山
県
）
の
水
島
合
戦
（

）
で
破
っ

て
い
ま
す
が
義
経
と
の
陸
地
戦
は
完
敗
で
す

ね
。
屋
島
も
海
戦
と
言
う
よ
り
も
陸
地
戦
で

す
。
陸
で
負
け
て
海
に
浮
か
ん
だ
の
で
す
か

ら
。最

後
の
決
戦
を
小
倉
平
野
で
や
れ
ば
と
思

う
け
れ
ど
も
、
当
時
は
内
陸
部
ま
で
海
で
し

た
で
し
ょ
う
し
範
頼
を
擁よ

う

し
た
緒
方
勢
が
背

後
の
豊
後
に
い
る
か
ら
無
理
。

そ
れ
で
平
戸
の
松
浦
水
軍
、
遠
賀
川
河
口

の
山
鹿
水
軍
、
阿
波
の
水
軍
を
率
い
て
壇
ノ

浦
で
の
乾
坤
一
擲

け
ん
こ
ん
い
っ
て
き
の
海
戦
と
な
っ
た
の
で
す
。

石
橋
　
源
氏
の
方
は
。

砂
川
　
河
野
水
軍
が
兵
船
百
五
十
艘
、
平

家
重
恩
の
熊
野
水
軍
が
兵
船
二
百
余
艘
で

加
担
し
て
、
源
氏
水
軍
の
劣
性
を
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す
。

同
じ
く
平
家
物
語
に
よ
れ
ば
、
熊
野
水
軍

を
率ひ

き

い
る
熊
野
別
当
湛
増

く
ま
の
べ
っ
と
う
た
ん
ぞ
う

が
、
田
辺
た
な
べ

（
和
歌

山
県
田
辺
市
）
の
新
熊
野
権
現

い
ま
く
ま
の
ご
ん
げ
ん
（
闘
鶏
神
社
）

の
神
前
で
赤
と
白
の
七
羽
の
鶏
を
闘
わ
せ
て

勝
運
を
占
い
、
白
鶏
が
勝
っ
た
の
で
源
氏
に

加
担
を
決
め
た
と
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
三
浦
水
軍
が
い
ま
す
。
相
模

さ
が
み

（
神

奈
川
県
）
の
三
浦
半
島
に
本
拠
を
お
く
有
力

な
水
軍
で
、
率
い
る
三
浦
義
澄
や
和
田
別
当

義
盛
は
関
東
武
士
を
代
表
す
る
武
者
で
す
。

石
橋
　
九
州
ま
で
、
ま
さ
か
船
で
は
。

砂
川
　
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
頼
朝
は
合

戦
に
先
立
つ
三
月
十
二
日
、
兵
糧

ひ
ょ
う
ろ
うを
積
ん
だ

後
年
の

川
中
島

現
在
の

倉
敷
市
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兵
船
三
十
二
艘
を
伊
豆

い

ず

鯉
名
の
沖
な
ど
か
ら

出
発
さ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
兵
船
は
ほ
と

ん
ど
が
現
地
調
達
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
周
防
の
守
備
に
当
た
っ
て
い
た

の
は
外
な
ら
ぬ
三
浦
義
澄
で
し
た
。

義
経
は
出
迎
え
た
義
澄
に
「
汝
は
門
司
関

を
見
る
者
な
り
。
今
、
案
内

あ
な
い

者
と
謂い

う
べ
し
。

然
れ
ば
先
登
す
べ
し
」（
平
家
物
語
）
と
言
っ

て
い
ま
す
。
味
方
に
水
陸
戦
の
ベ
テ
ラ
ン
三

浦
一
族
が
い
る
の
は
心
強
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

食
糧
や
兵
船
は
、
長
門
の
長
府
、
周
防
の

防
府
と
そ
れ
ぞ
れ
国
府
を
抑
え
て
確
保
し
た

の
で
し
ょ
う
。

当
時
、
周
防
、
長
門
は
飢
饉
で
食
糧
調
達

が
困
難
で
し
た
。
義
盛
も
食
糧
が
乏
し
く
て

戦
え
な
い
、
鎌
倉
へ
帰
り
た
い
と
頼
朝
に
訴

え
て
い
ま
す
。
弓
矢
の
戦
の
か
げ
に
は
補
給

を
め
ぐ
る
地
味
な
戦
い
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

司
会
　
両
軍
と
も
補
給
と
軍
船
確
保
の
静
か

な
戦
い
を
し
て
、
壇
ノ
浦
合
戦
に
な
っ
た
。

源
平
の
ロ
マ
ン
が
、
急
に
現
実
感
を
お
び
て

き
ま
す
ね
（
笑
）。

石
橋
　
熾
烈

し
れ
つ

な
サ
バ
イ
バ
ル
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
そ
れ
で
平
家
は
海
戦
に
勝
算
を
も
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

砂
川
　
現
実
に
は
源
平
と
も
に
初
め
て
の
海

戦
だ
っ
た
の
で
す
。
平
家
は
頼
み
の
熊
野
水

軍
が
源
氏
に
つ
き
ま
し
た
が
、
地
元
の
水
軍

が
味
方
だ
か
ら
ま
だ
優
勢
と
考
え
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
阿
波
の
民
部
重
能

し
げ
よ
し

の
裏
切
り

で
形
勢
が
逆
転
し
た
。
平
家
は
山
鹿
、
松
浦
、

阿
波
の
三
水
軍
で
、
そ
の
三
分
の
一
の
阿
波

勢
が
激
戦
の
さ
な
か
に
裏
切
っ
た
の
で
す
か

ら
致
命
的
で
し
た
ね
。

石
橋
　
平
家
は
一
の
谷
、
屋
島
と
敗
れ
て
も

次
の
布
石
を
き
ち
ん
と
打
つ
て
い
た
で
し
ょ

う
。
肥
前
の
松
浦
党
も
い
る
し
、
壇
ノ
浦
の

次
を
用
意
し
て
お
か
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

砂
川
　
面
白
い
見
方
で
す
ね
。
安
徳
天
皇
を

奉
じ
て
、
高
麗

こ
う
ら
い

や
震
旦
し
ん
た
ん

（

）
へ
亡
命
を

考
え
た
者
も
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
玉
葉
』
に
も
「
旧
主
（
安
徳
天
皇
）
の
御

事
分
明

ふ
ん
み
ょ
うせ
ず
」
と
あ
り
ま
す
。

石
橋
　
宗
盛
親
子
が
最
後
ま
で
生
き
の
び
よ

う
と
し
た
の
は
、
そ
う
い
う
背
景
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

宗
盛
親
子
と

重
衡
の

あ
わ
れ

砂
川
　
た
だ
宗
盛
と
い
う
人
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
平
家
一
門
の
人
々
が
入
水
し
た
り
自

害
し
た
り
し
て
い
る
中
で
、
船
上
で
お
ろ
お

ろ
し
て
い
て
、
見
苦
し
い
と
味
方
の
侍
に
海

に
突
き
落
と
さ
れ
る
。
だ
が
水
練
が
得
意
で
、

子
息
清
宗
と
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
泳
い
で

い
て
、
源
氏
の
伊
勢
三
郎
に
熊
手
で
引
き
上

げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

義
経
は
二
人
を
京
に
連
れ
て
い
っ
て
車
に

の
せ
、
都
大
路
を
引
き
回
す
。
鎌
倉
で
頼
朝

の
尋
問
を
う
け
て
ま
た
引
き
戻
さ
れ
近
江

お
う
み

で

親
子
と
も
に
首
を
打
た
れ
る
。
ま
こ
と
に
哀

れ
で
す
ね
。

石
橋
　
頼
朝
は
清
盛
の
義
母
、
池
の
禅
尼

ぜ
ん
に

の

口
添
え
で
助
命
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
情
を
か

け
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

砂
川
　
そ
こ
が
頼
朝
の
し
た
た
か
さ
で
す
ね
。

彼
が
平
家
一
門
の
な
か
で
徳
と
し
て
い
た
の

は
、
池
の
禅
尼
の
頼
朝
の
助
命
願
い
に
手
を

そ
え
た
平
重
盛

た
い
ら
の
し
げ
も
りと
清
盛
の
異
母
弟
で
母
が

池
の
禅
尼
の
頼
盛
だ
け
で
、
重
盛
は
す
で
に

死
ん
で
い
ま
す
。

頼
盛
は
、
都
落
ち
の
時
に
ひ
と
り
引
き
返

し
て
、
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
重
盛

の
子
供
た
ち
に
も
助
か
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
一
の
谷
の
合
戦
の
あ
と
で
、
重
盛

の
長
男
の
平
維
盛

た
い
ら
の
こ
れ
も
りは
、
も
は
や
こ
れ
ま
で

と
屋
島
を
逃
れ
、
熊
野
の
那
智
の
沖
で
弟
の

清
経
と
同
じ
く
身
を
投
げ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
宗
盛
親
子
も
命
が
助
か
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

石
橋
　
相
手
は
頼
朝
と
義
経
で
、
総
大
将
の

器う
つ
わの
相
違
が
歴
然
で
す
ね
。

砂
川
　
そ
う
な
の
で
す
が
、
清
盛
は
亡
く
な

る
前
に
後
白
河
法
皇

ご
し
ら
か
わ
ほ
う
お
う

に
使
い
を
送
っ
て
、
自

分
が
死
ん
だ
後
は
い
っ
さ
い
を
宗
盛
に
任
せ

て
あ
る
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

あ
の
清
盛
が
、
一
門
を
託
す
に
足
る
と
宗

盛
を
一
応
認
め
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
な
り

の
人
物
で
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
滅
び

を
合
理
化
し
よ
う
と
し
た
『
平
家
物
語
』
が
、

宗
盛
を
弱
将
の
象
徴
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
時
の
勢
い
も
宗
盛
に

味
方
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

た
だ
、
知
勇
兼
備
の
重
盛
が
生
き
て
お
れ

ば
、
平
家
の
命
運
は
変
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う

と
、
誰
も
が
思
う
の
で
す
ね
。

石
橋
　
一
番
お
好
き
な
平
家
の
人
物
は
。

砂
川
　
宗
盛
の
弟
の
平
重
衡

た
い
ら
の
し
げ
ひ
らで
す
。

以
仁
王

も
ち
ひ
と
お
う

の
令
旨
り
ょ
う
じ

を
受
け
て
、
源
三
位

げ
ん
ざ
ん
み

頼
政

が
宇
治
で
、
平
家
に
最
初
に
反
旗
を
挙
げ
ま

し
た
が
、
清
盛
に
あ
っ
と
い
う
間
に
鎮
圧
さ

れ
ま
す
ね
。
こ
の
と
き
奈
良
の
興
福
寺
の
僧

夏
潮
な
つ
し
お

の
い
ま
退ひ

く

平
家
亡
ぶ
時
も

和
布
刈

め

か

り

神
社
境
内
の
高
浜
虚
子
の
句
碑

今
の

中
国



改
元
　
治
承
５
年（
１
１
８
１
）
７
月
14
日
「
養
和
」
に
・
養
和
２
年（
１
１
８
２
）
５
月
27
日
「
寿
永
」
に
・
寿
永
３
年（
１
１
８
４
）
４
月
16
日
「
元
歴
」
に
・
元
歴
２
年（
１
１
８
５
）

８
月
14
日
「
文
治
」
に
・
文
治
６
年（
１
１
９
０
）４
月
11
日
「
建
久
」
に
。
建
久
10
年（
１
１
９
９
）４
月
27
日
「
正
治
」
に
改
元
。

兵
た
ち
が
頼
政
に
与く
み

し
ま
し
た
。

清
盛
は
妹
尾

せ
の
お

兼
康
を
送
っ
て
説
得
さ
せ
ま

す
が
散
々
な
目
に
あ
っ
て
戻
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
で
重
衡
を
総
大
将
に
し
て
、
奈
良
法
師

た
ち
を
攻
め
ま
す
。
そ
の
と
き
配
下
の
兵
が

示
威
の
た
め
に
、
般
若
坂

は
ん
に
ゃ
ざ
か

の
あ
た
り
の
民
家

に
火
を
つ
け
た
の
で
す
。

季
節
が
冬
で
北
風
が
強
く
、
あ
っ
と
い
う

間
に
燃
え
広
が
っ
て
、
東
大
寺
も
興
福
寺
も

大
仏
も
、
奈
良
の
町
々
ま
で
焼
け
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

重
衡
は
一
の
谷
の
戦
い
で
捕
ら
え
ら
れ
て
、

い
っ
た
ん
鎌
倉
に
送
ら
れ
、
最
後
は
仏
敵
と

し
て
奈
良
の
僧
兵
に
首
を
刎
ね
ら
れ
ま
す
。

最
後
は
「
こ
の
た
び
の
戦
は
天
皇
の
命
令
で

■
古
川

ふ
る
か
わ

薫か
お
る氏
略
歴

日
本
文
芸
家
協
会
会
員
・
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
。

大
正
十
五
年
下
関
市
に
生
ま
れ
る
。
山
口
大
学
卒
。

教
員
・
新
聞
記
者
を
経
て
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら

文
筆
生
活
に
入
る
。
歴
史
小
説
・
史
伝
、
現
代
小

説
と
多
数
。
平
成
三
年
『
漂
泊
者
の
ア
リ
ア
』
で

第
一
〇
四
回
直
木
賞
受
賞
。『
高
杉
晋
作
』、『
覇
道

の
鷲
・
毛
利
元
就
』、『
毛
利
一
族
』、『
天
辺
の
椅
子
』、

『
留
魂
の
翼
・
吉
田
松
陰
』、『
松
下
村
塾
』、『
軍
神
』、

『
剣
と
法
典
』、『
幕
末
長
州
藩
の
攘
夷
戦
争
』、『
将

軍
慶
喜
と
幕
末
の
風
雲
』、
ほ
か
著
書
多
数
。

■
砂
川
す
な
が
わ

博ひ
ろ
し氏

略
歴

昭
和
二
十
二
年
鳥
取
県
生
ま
れ
。
鳥
取
大
学
卒
。

北
九
州
大
学
文
学
部
講
師
、
助
教
授
、
教
授
を
経

て
、
平
成
七
年
、
相
愛
大
学
人
文
学
部
教
授
。
専

攻
は
軍
記
物
語
を
中
心
と
す
る
鎌
倉
・
室
町
期
の

文
学
と
芸
能
、
一
遍
上
人
（
遊
行
上
人

ゆ
ぎ
ょ
う
し
ょ
う
に
ん）
と
時
宗
じ
し
ゅ
う

教
団
を
中
心
と
す
る
鎌
倉
・
室
町
期
の
仏
教
史
。

著
書
・
論
文
に
『
平
家
物
語
新
考
』、『
軍
記
物
語

の
研
究
』、『
中
世
遊
行
聖
の
図
像
学
』、『
一
遍
と

桜
』『「
一
遍
聖
絵
」
を
読
む
』（
近
刊
）
な
ど
多
数
。

あ
り
、
父
の
命
令
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
拒

む
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
れ
が
私
の
運
命

で
あ
る
」
と
は
ら
は
ら
と
涙
を
な
が
し
、

従
容

し
ょ
う
よ
うと
死
に
つ
く
の
で
す
。

平
家
物
語
の
エ
キ
ス
の
よ
う
な
人
物
で
そ

の
哀
れ
さ
に
魅
か
れ
ま
す
ね
。

石
橋
　
興
味
あ
る
お
話
で
し
た
が
、
そ
の
根

底
で
も
あ
る
、『
平
家
物
語
』、『
源
平
盛
衰

記
』、
そ
し
て
幕
府
の
記
録
で
あ
る
『
吾
妻
あ
ず
ま

鏡か
が
み』。
こ
の
三
つ
の
位
置
づ
け
は
。

砂
川
　
『
平
家
物
語
』
を
さ
ら
に
読
み
物
風

に
し
た
の
が
『
源
平
盛
衰
記
』
で
す
。『
吾

妻
鏡
』
は
鎌
倉
幕
府
の
公
式
記
録
で
治
承
四

年
（
一
一
八
〇
）
か
ら
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）

ま
で
の
出
来
事
を
鎌
倉
幕
府
の
側
か
ら
記
録

─11─

し
た
も
の
で
、
お
よ
そ
十
三
世
紀
末
か
ら
十

四
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

頼
朝
の
石
橋
山
挙
兵
の
と
こ
ろ
は
、『
吾

妻
鏡
』
と
『
源
平
盛
衰
記
』
が
類
似
し
て
い

る
。
そ
れ
で
『
吾
妻
鏡
』
は
平
家
物
語
の
あ

る
テ
キ
ス
ト
を
底
本

て
い
ほ
ん

に
し
て
書
か
れ
た
の
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
壇
ノ
浦
合

戦
の
記
録
も
参
考
に
し
た
で
し
ょ
う
ね
。

そ
し
て
、
肝
心
の
平
家
物
語
が
い
つ
書
か

れ
た
か
、
誰
が
書
い
た
か
が
わ
か
ら
な
い
。

研
究
者
泣
か
せ
な
ん
で
す
ね
。

司
会
　
平
家
物
語
を
軸
に
、
奥
の
深
い
お
話

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

源平合戦年表
年号 月 事項

治承4 2 高倉天皇譲位。安徳天皇即位。
(1180) 4～5 源頼朝、木曽義仲に以仁王の平家追討の令旨がくだる。

源頼政が反平家の兵を挙げ宇治平等院で敗死。以仁王
流れ矢に当たり死亡。

6 清盛が天皇、法皇、上皇を奉じて摂津福原へ遷都。
11月京へ戻る。

8 頼朝反平家の兵を伊豆に挙げ石橋山で敗れ、安房に走
る。

9 木曽義仲、信濃に挙兵。
10 頼朝上総、下総、相模を従え鎌倉に入る。

20日夜半、平家は水鳥の羽音に源氏襲来と驚き敗走。
12 平重衡、反平家に与した奈良の東大寺、興福寺を焼く。

養和元 2 平清盛死す（64歳）。
(1181) 6 義仲、千曲川河畔の横田河原で平家方の城長成を破る。
寿永２ 5 木曽義仲、越中倶利伽羅峠で平家軍を破る。
(1183) 7 義仲、京に進攻。平家は安徳天皇を奉じて西国へ都落

ち。
8 後鳥羽天皇即位。

10 義仲、備中水島で平家に破れる。
12 頼朝、弟の範頼、義経に命じ義仲討伐軍を進発。

３ 1 平家、一の谷の陣地を構築。
義仲、征夷大将軍になる。

元歴元年 義仲、近江の粟田口で範頼、義経軍に敗死。31歳。
(1184) 2 ７７日未明より源氏一の谷の平家を攻撃。義経が急坂

より平家軍背後を攻撃。平家軍大混乱で海上へ敗退。
9～11 源氏が山陽道の平家の拠点を次々破る。

文治１ 1 範頼、豊後の臼杵・緒方兄弟の兵船82艘で豊後へ渡る。
(1185) 2 18日　義経ら150騎、暴風雨の中を阿波に上陸。

19日　朝、屋島の平家軍を急襲。平家は海上へ逃れ、
21日海路、彦島へ走る。
22日　梶原景時ら源氏軍主力、屋島に到着。

3 22日　三浦義澄、義経を長門の大島津に迎える。
23日　義経の軍船壇ノ浦奥津に到着。平家の軍船田野
浦 に集結
24日　午前六時頃、平家が矢戦で攻撃開始。８時半頃
から東流の潮にのり、源氏軍を満珠・干珠島辺まで急
追。午後３時頃から西流に変わった潮にのり、源氏が
平家軍を壇ノ浦に急追。知盛はじめ平家一門、次々に
入水。二位の尼に抱かれ安徳天皇入水。宗盛捕らえら
れ、夕刻壇ノ浦海戦終わる。

4 宗盛・清宗父子近江で、斬られる。
文治５ 4 (1189) 義経、陸奥衣川の館で討たれる（31歳）。
(1189) 9 頼朝奥州平定
建久３ 3 後白河法皇死す（66歳）。頼朝が征夷大将軍、幕府を開く｡

(1192) 4 範頼、頼朝に殺される。

正治１ 1 頼朝死す（53歳）。

(1199)
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